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1.は じめに

小学校学習指導要領解 説 理科編(平 成20年8月)に よる と,「第6学 年B生 命 ・

地球(4)十 地のつ くりと変化」 にお いて,「 指導に 当たっては児 童が 土地のつ くり

や変化 について実際に地層 を観 察す る機 会を設 けるとともに,映 像,模 型,標 本な ど

の資料 を活用す ることが 考え られ る。」と明記 されてい る(文 部科学省,2008)。 しか

し今 日,我 々の身近に,地 層 を観察できる場所が あるだろ うか。おそ らく,そ の よう

な場所 はほ とん どないで あろ う。そ うした課題 を克服す る一一っ の方法 に,地 層 のはぎ

取 り教材の利用 が考え られ る。 これ までに,地 層 のは ぎ取 り教材 を用いた教育実践 が

い くつか行 われ てきたが(例 えば,武 藤 ・川上,2009),そ の多 くは地学に詳 しい一

部の熱心な教 員によるものであ り,地 学 を専門 と しない教員 が露頭 を見つけてはぎ取

り教材を作成す るのは困難である。そこで全国の教員が地層 のはぎ取 り教材 を借 り受

け,利 用で きる 「地層宅配便 」を利用 した授 業を行 うことができないか検討 した。本

稿 は,京 都 市立下鳥羽小学校 において実践 した地層のはぎ取 り標本 を用いた授業 につ

いて報告す る。

皿.地 層のは ぎ取 り標本 について

「地層宅配便」とは 日本地学教育学会の広報 委員会 を中心に各地 の露頭か ら地層 を

はぎ取 り,全 国の学校 に無料で貸 し出 し,授 業 で活用 して もらお うとす るプ ロジェク

トで ある(中 野,2011)。 現在,入 戸火砕流(シ ラス)や 関東ローム,大 阪層群 な ど

全国1数 か所 よ り収集 した計350枚 程度 の標本 のス トックがあ り,本 格運用に向け

て準備 を進めている段階で ある。なお,著 者 の1人 で ある大崎 もこのプ ロジェク トに

参加 し,実 際にはぎ取 り作業 を行 った.地 層のは ぎ取 り方法の詳細は植 木ほか(2008)

を参照 され たい。

本実践では,土 地のつ くりと変化の単元で,は ぎ取 り標 本を用いた。 授 業では 「地

層には,流 れ る水 のは た らきでできるもの のほかに,火 山のふん火の ときにふ き出 し

た火 山灰 でできた ものがある。」 ことを学習する。授 業にお いて使 用 したはぎ取 り標

本は 「シラス」(図1)5枚 と 「関 東ローム」(図2)5枚 であ る。 シラス と関東ローム

47



は,第6学 年 の教科 書 「火 山灰 でで きた土地」に も記載 されてい る(戸 田ほか,2008)。

また,比 較対象 として 「茨城 県水戸市 の水の流れに よってで きた地層 」(図3)の 観察

も行 った。

図1シ ラス 図2関 東 ローム 図3水 流によりできた地層

皿.授 業実践

授 業実践は平成22年11月1,2,5日 に京都市立下鳥羽小学校第6学 年(3ク ラス

計108名)を 対象 に行 った。 学習の流れ を表!に 示す。

授業は2時 間連続(45分 ×2)で 行った。基本的 に教科書の内容 に沿 った流れ とな

っている。 この授業の前時には 「茨城 県水戸市の水の流れ によってで きた地層」では

ぎ取 った標本の観 察を行 い,児 童 は流れ る水のはた らきでできた地層 には 「川の作用

に よ り角が削 られ,丸 み を帯びた石 が含 まれてい る」 ことを学習 してい る。本授業で

は,は ぎ取 り標本 の観察か ら 「火 山灰 に よってで きた土地は,水 の作用 を受 けず に堆

積 しているので,丸 み を帯びた石がない」 ことに気付かせ たい と考 え,発 問や地層の

比較 を行 った。

前述の通 り,用 いた標本 の数 は 「シ ラス」 「関東 ローム」 ともに5枚 ずつである。

全9班 あったため,前 半の班 は先にシラスの観 察を行 い,残 りの班は関東 ロー ムの観

察を行 った。授業時間内に収 め るために,観 察時 間を制限 し,ス ケ ッチ及 び気付いた

ことを ワー クシー トに記 入 させた。そ して,時 間が来た ら標 本を交換 し,引 き続 き観

察す る とい う方法 をとった。 「茨城県水戸市の水 の流れ によってできた地層」の標本

は教 卓に置 き,自 由に観察でき るよ うに した。観察 を行 う児童 に対 しては,標 本 を見

るだけでなく自由に触 った り,に おい をかいだ りと五感 を用 いて観 察をす るよ うに促

した。

児 童にはワー クシー トに 「流れ る水のはた らきによってで きた地層 との違いに」つ

いて も記入 させ ることに した。はぎ取 り標 本の観察終了後は,火 山灰 でで きた地層を

よ り詳 しくみ るた め,シ ラス と関東 ロームの火 山灰 を実体顕微鏡 で観察 し,ワ ー クシ
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一 トにスケ ッチを させた り
,気 付いた ことを自由に記入 させ た。

表1学 習の流れ

学習活動

1.資 料 を見て,日 本 には活火山が多 く存

在す ることを知る。

2.桜 島の噴火 の映像 を見て,火 山が噴火

す る と火 山灰 が降 り注 ぐことを知 る。

3.教 科書を読み,シ ラス台地 と関東 ロー

ム層 が火 山灰 か らで きた土地で あるこ と

を知 る。

4.シ ラス台地 と関東ロー ム層のは ぎ取 り

資料 を観察 し,気 付 いた ことを書 く。

5.観 察を行 うた めに教科 書(P61)に 書か

れ た方 法 で火 山灰 を観 察 す る準 備 をす

る。

6.火 山灰 を双眼実体顕微鏡で観察 し,気

付 いた ことを書 く。

7.な ぜ,火 山灰に含まれ る鉱物が角張 っ

てい るのか理 由を考え る。

支援 留意点

シラス台 地は桜 島の噴火 によってのみ堆

積 した ものではな く,2万2千 年前に姶

良(あ い ら)カ ルデ ラか ら噴 出 した火砕

流堆積物 か らな る台地で あるこ とを伝 え

る。

ワー ク シー トを 配布 す る。

各班 に 「シラス」 「関東ローム」のはぎ取

り標本 を1枚 ず つ配る。

地層 の色や手触 りを確認す るだけでは な

く,こ れ まで見て きた水 のはた らきに よ

って で きた地 層 との違 い に着 目す る よ

う,声 か けをす る。

各班 に 「シラス」「関東ロー ム」の火 山灰

を一つずつ配 る。

火山灰 の濁 りを取 り除 く作業が終わ った

あ と,20分 ほ ど火山灰 を乾かす 必要があ

る。その間に桜 島の火 山灰 の観察 を行 う。

火山灰 は灰 のよ うに見え るが,木 や紙 な

どを燃 や してで きた灰 とは成 分 も性 質 も

違 うことを伝 える。

これ まで学んで きた,地 層 のでき方(流

れ る水 のはた らき)と は違 うことに気付

かせ る。
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N.児 童の反応につ いて

実践 では興味津 々に標 本に向き合 う児童の姿が印象的で あった(図4)。 児童の反応

は上 々で 「実際に標 本 に触れ る ことによ りシラス と関東 ロー ムの違 いが良 く分 かっ

た」といった声が多く寄せ られ た。実際 の火 山灰 は灰 の匂 いがす るのか確かめよ うと

した り,標 本か ら崩れた試料 をクレパス代 わ りに使って ワー クシー トに色をぬる児童

も見 られた。図5は 児童の ワー クシー ト,表2は 児童が ワー クシー トに記 した主な記

述内容 をま とめたものであ る。

児童 のワー クシー トか らは,直 接 地層 を見て触 らなけれ ば分 か らない よ うな記述 が

多 くあ った。児童の多 くは,火 山灰でで きた地層 で も,降 り積 もった火 山灰 の種類 に

よって異なるこ とが学習で きた と考 え られ る。この単元で は,直 接地層を見に行 くこ

とがで きないので,視 聴覚資料 を用いるこ とが多かった よ うだが,は ぎ取 り標本 を使

うことで 「実感 を伴 った理解」 が促 された と言えるだろ う。

♂

図4授 業の様子

表2児 童がワークシー トに記入 した例

シラス 関東 ロー ム 流れ る水 のはた らきによ

ってで きた地層 との違 い

・ゴツ ゴツ して い る ・きな こみたいな色 ・流れ る水のはた らきでで

・触 る と痛 い ・フ ァ ンデ ー シ ョンみ た い きた地層の石は丸い

・色 は 白っぽ い ・触 ると崩れ て しまいそ う ・色 が一色 である

・しま模様 になっていない ・粒 が細 かい ・火 山灰でで きた地層 は火

・軽 石がある ・粘 土み たいだ 山灰 が直接つ もっている

・石が角ばってい る ・土に近 い か ら,し ま模様 になってい

・光 っている黒 い粒 もあ る ・黄土色 だ ない
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V.お わ りに

本授業で用いた 「地層のはぎ取 り標本」を使 うことで,単 に画像 を通 して地層の学

習を行 った場合に比べ,児 童の実感を伴った理解が促 され,地 層 の授業は よ り充実 し

た ものになる。 しか し,露 頭の一部分をはぎ取 った標本 だけでは,地 層 の広が りを実

感 しに くい とい う問題 もある。本実践では,は ぎ取 りを行った露頭 の写真 を児童 に示

した上ではぎ取 り標本 を使用 したため,こ の問題 を解決 した。 このよ うな配慮は,は

ぎ取 り標本 を使用す る上で指導者側が留意 しなけれ ばな らないポイン トの1つ にな

るであろ う。
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